
で
ぉ

ⅢⅢ≒ |

図
版
「
　
一弗
２０
次
調
査
　
遺
構

a,SD-201 完掘状況

b SD-201 中層遺物出土状況



図
版
１２
　
一弔
２０
次
調
査
　
遺
構

す=ぽ
a SK-204 完掘状況

i:― |二五涙|―■|-11-i
b SK-207 完掘状況



| :ItJ考1亀:

ツー
|1与ユ陰ヨ士ギ IIミド

Ⅲ Ⅲ

す・す .ぎ

ao S

F: lrl lケ  :

Ⅲ… ■ 姦 去,Iギギ

K-212 上層遺物出土状況

フリユ
一

ィ

b.SK-205 中層違物よI土状況

彰、一一
一



図
版
１４
　
第
２０
次
調
査
　
遺
構

章

t_

1売

ヨ尋

撃
=す華
F=ユ
)|:ヤ

111+
■iill∴
十Fi
if■れ

ao SK-215 中層遺物出土状況

b.SK-215 下層遺物出土状況



図
版
１５
　
第
２０
次
調
査
　
遺
構

.きこ響壌

ヤ■
ｉ

中
●
鳥
囀
「μ
堪

工寺

幾 頂

竃
縦
一
堪

静i下

b.ト レンチ南半柱穴完掘状況



図
版
１６
　
第
２０
次
調
査
　
遺
物

SK-215 中層出土土器 (1:%。 2:%)



図
版
１７
　
第
２０
次
調
査
　
遺
物

SK-215 中層出土土器 (%)



図
版
１８
　
第
２０
次
調
査
　
遺
物

SK-215 中層出土土器 (%)



図
版
１９
　
第
２０
次
調
査
　
遺
物

1-SX-201出 土土器(/)、 2-SK-103中 層出土土器(%)、 3-SK-107下 層出土土器(%)



図
版
２０
　
第
２０
次
調
査
　
遺
物

SX-101 下層出土土器
2～ 5(%)



図
版
２‐
　
審弟
２０
次
調
査
　
遺
物

6

SX-101 上層出土土器
1～ 5(/)



図
版
２２
　
一弟
２０
次
調
査
　
遺
物

,2-SK-101出 土土器、3-SK-lo4中層出土土器、4-SK-lo4上層出土土器
,2,4(%)



図
版
２３
　
第
２０
次
調
査
　
遺
物

SK-104 上層出土土器 (%)



図
版
２４
　
第
２０
次
調
査
　
遺
物

＼
/  
＼
く

SK-104 上層出土土器 (%)



図
版
２５
　
第
２０
次
調
査
　
遺
物

SK-104 上層出土土器 (%)



図
版
２６
　
審弟
２０
次
調
査
　
遺
物

SK-104 上層出土土器 (/)



▲

氏

農
臨

図
版
２７
　
第
２０
次
調
査
　
遺
物

42

1～ 6,15～17-石剣、 7～ 10,18～ 26-石鏃、11,12-石小刀、21-石錐
13,14,27～ 29-尖頭器、30～33,36～ 41-削器、34,35,42-楔形石器
1～ 14,30～ 35。 SX-101上層出土、15～29,36～ 42.SX-101下 層出土



図
版
２８
　
第
２０
次
調
査
　
遺
物

1～ 7-石核  1～ 4.SX-101上 層、 5～ 7.SX-101下 層

8,9-石核、10-サヌカイト原礫  8,9。 中世大濤、10.SD-109



一．
“
．一一一一鞠

ゝ

3b3a
鞘E

1～ 5-石庖丁、 6-石庖丁未成品 (琢磨 )、
1～ 8。 SK-215出土
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は じめに

黒田大塚古墳の調査も二年目をむかえた。本墳は従前、盆地内では最も墳丘の残存状況の良好

な古墳として認識されていたにもかかわらず、昭和58年度におこなった調査では、墳丘一段目が

削平されていることが知られた。この調査は墳丘北側の 5ヵ所にトレンチを設けたもので、幅約

8mに およぶ周濠を確認 したが、中 。近世の大濤によって大きく削平を受けており、残存状況は

極めて悪かった。墳丘は 5～ 6m除去 されており、現状よリーまわり規模が大 きくなる古墳であ

ることが判明した。

さて、本年度におこなった調査は墳丘南側部分で、 3ヵ 所の トレンチを設けた。調査は墳丘の

南側が通行路として使用されているため、良好な トレンチ設定ができず、充分な成果をあげるこ

とができなかった。しかし、本調査においても中 。近世の大濤を検出し、古墳 との関係を考える

上で重要な調査となった。

Ⅱ.調査の概要

調査は前にも述べたとおり、墳丘南側の3ヵ 所において トレンチ調査をおこなった。調査の目

的として、 1.造 り出しの確認、 2.墳丘基底部の確認、 3。 中 。近世大濤の確認の 3点 におい

た。なお、埋め戻しにあたつては墳丘面に山砂を敷き、墳丘面の保存をはかった。

|  |||

S却 ~| |

||||||||

第 1次 調 査 I

第 3ト レン

第 2

| |

第 2図 近世大溝検出位置図

|
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(1)。 第 1ト レンチ

古墳南側のくびれ部に設定した東西13m、 南北 4mの トレンチである。調査当初 4× 5mの ト

レンチであったが、なお、くびれ部が良好に検出できなかったため、 トレンチを東西の両側に約
4m拡張 した。その結果、墳丘面は削平されており、さらに、近世の大濤によって相当変形を受

けていることが判明した。近世の大濤は東西方向に 1条 (近世大溝 I)、 さらにこの濤を切るよう

に南耳ヒ方向の幅 3mの濤を検出した。この南】ヒ濤はくびれ部のやや後円部側に位置しており、造

り出し吉巨分を意識 して掘削された可能性がある。

墳丘については削平が大規模におこなわれている為、旧状を知ることはできない。しかし、近

世の大濤が墳丘の形状を意識して掘削されていることから、造り出しを有していた可能性が高い。

(2)。 第 2ト レンチ

後円部南側で墳丘主軸線に直角に設定した幅 4m、 長さ7mの トレンチである。この トレンチ

では、中世の削平面及び小濤と近世大濤 Iを検出した。近世大濤 Iは北側の肩部のみで規模は不

明である。深さは 1.4m以上有する。中世の小濤は幅 0.3m程のもので、墳丘をカットした後、

つくられている。墳丘の基底部については検出していない。

(3た 第 3ト レンチ

第 2ト レンチの東側 4mに並行して設定した トレンチである。長さ12mを計るが、 トレンチ南

端は昭和40年頃まで堀として残っていた部分を検出した為、調査範囲はこの堀までとした。調査

では近世の大濤 2条 と古墳周濠を確認 した。近世大濤 Iは第 1、 第2ト レンチで検出した濤と同

一濤と思われるもので、北肩のみ検出した。幅 3.5m以上、深さ約 2mを測る。濤内は灰色粘土

で埋没しており、濤中位より漆椀が出土している。

他の近世大溝 (SD-01)は後円部にむかって走向する濤である。濤幅約 4m、 深さ約 1.5m

を測る。 トレンチ北端で溝は収東するものと思われる。濤の終結部分は他の濤底より約 0。 2m深

く掘削しており、深み部分をつくっている。濤底よりやや浮いた状態で、曲物などの木製品が出

土した。本濤の性格は不明。

1.縣爾 墳丘盛土

2.‐ 古墳周濠
31 炭み亀ツト面 5.罐爾 近世大溝Ⅱ
4.Ⅲ■■近世大溝 I

第 3図 後円部墳丘南北断面図 (W― スライ

0       10m

ン)(S=%0)
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古墳周濤は第 2次調査において初めて検出した。しかし、近世大濤 Iや SD-01濤などによっ

て破壊されている為、周濠は約 3mの範囲しか残っていなかった。周濤内の堆積は約 0。 4mで濠
底は平担である。周濠の堆積は黒灰色粘土や灰色粘土で、自然木や埴輪片が多く出土した。周濠

の堆積土を覆 うように奈良から平安時代にかけての堆積土層がみられた。したがって、古墳の原

状は奈良から平安時代まで留めていたと思われるが、その後、大規模な墳丘の削平がおこなわれ

たと考えられる。

14}出 土遺物

今回の調査で検出した遺物は遺物箱で約13箱である。大半が円筒埴輪の破片で、この古墳に伴

なう土器類は検出していない。他は近世大濤などに伴なう遺物である。また、中世の削平に伴な

う堆積では瓦器椀、土師皿などが出土してぃるがその量は少ない。

円筒埴輪は無黒斑で須恵質・埴質の両者が存在している。形象埴輪として蓋形埴輪があるが、

他の器形については定かでない。

土師器・須恵器 (第 4図 )

1は 口径17.8cmを はかる土師皿である。日縁部は

外方へ鋭く突出する。口緑部はヨコナデ、体部には

ミガキがみられる。 2は須恵器杯身である。 口径
16.6cmを 測る。口縁部は直線的に外方へ広がる。高

台はやや外側 につく。 1・ 2と もに第3ト レンチ古

墳周濠の上層 (灰色粘土層)よ り出土した。

蓋形埴輪 (図版 4-1)

第 3ト レンチのSD-01上層より出土した蓋形埴

輪である。上部に付く十字形の飾を失なうが、本体は一部を除きほぼ全容のしれる蓋形埴輪であ

る。蓋部は粗いハケを施 しているが、他は明瞭なナデ痕を残す。上部の円筒部には貼り付 け突帯

を一条めぐらす。器高45.8cm、 上部径16.7cm、 底径20。 3cmを測る。

円筒埴輪 (第 5図、図版 4-2)

第 5図 1～ 3は第 3ト レンチの古墳周濠より検出した円筒埴輪である。全容を知り得るものは

ないが、口縁部や底部の破片が含まれている。 1・ 2は口縁部径約45clnを 測る大形品である。外

面は 1は タテハケ、 2・ 3はナナメハケの一次調整がみられる。内面はナデ調整が施されるが、

3に はハケ調整が残る。タガは大きく高く突出する。いずれも、第 3ト レンチの古墳周濠の下層

(暗灰褐色粘土層)よ り出土した。

0                  10cm

第 4図 第 3ト レンチ出土土器 (S=%)
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Ⅲ。まとめ

黒田大塚古墳の調査は昨年度に引き続き、 2年次日である。第 1次調査では古墳の周濠と削平

され一まわり小さくなった墳丘、さらに墳丘をとりまくようにめぐる中・近世の大濤を検出した。

遺物では古墳周濠より′島形木製品、かさ形木製品など注目されるものが出土し、多大な成果をあ

げた。

第 2次調査では古墳の南側 3ヵ 所の トレ・ンチで周濠の確認を目的としておこなった。その結果、

くびれ部の第 1ト レンチでは断定はできないが、造り出しと思われる張 り出し部を検出した。ま

た、後円部の第 3ト レンチにおいては古墳の基底部と周濠を確認した。しかし、周濠の幅は数年

前まで存在していた濠 (用水路)に よって切られていたため確定できなかった。古墳関係の遺構

はこのようなもので残存状況が極めて悪いものであった。これは中・近世の削平によるもので、

各 トレンチで中・近世の濤を検出した。この中で特に注目されるものとして第 3ト レンチで検出

した近世初頭の溝 (SD-01)がある。この濤は後円部に向かう濤で、墳丘を何らかの形で利用

したものであろう。本調査地の東側でおこなった昭和57年度の公民館建設に伴 う調査ではこの溝

の延長部分で集水施設を検出している。このようなことから屋敷地の一部に引き込む溝と思われ、

古墳を借景として利用している可能性があるだろう。以上のように、黒田大塚古墳は外見上、墳

丘が良好に残っている古墳のように思われているが、調査においては中世 。近世の削平が激 しく

おこなわれている。にもかかわらず、墳丘が現在のように留めているのは墳丘をうまく土地利用

した結果であろう。今後、古墳と古墳周辺の調査をおこない、土地利用の変遷をおさえていく必

要があろう。

-6-
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a.第 1ト レンチ くびれ部完掘状況

b.第 2ト レンチ 中世遺構完掘状況
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1.蓋形埴輪 (近世大濤 )、 2。 円筒埴輪 (古墳周濠 )＼
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